
※
こ
の
法
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
法
律
第
二
十
七
号

電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
高
度
通
信
施
設
、
信
頼
性
向
上

施
設
及
び
高
度
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
整
備

を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
通
信

に
よ
る
情
報
の
流
通
の
円
滑
化
の
た
め
の
基
盤
の
充
実

を
図
り
、
も
っ
て
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
度
通
信
施
設
」
と

は
、
電
気
通
信
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
電

気
通
信
の
利
便
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
た
め
の
次
に
掲

げ
る
電
気
通
信
設
備
及
び
こ
れ
を
設
置
す
る
た
め
の
建

物
そ
の
他
の
工
作
物
か
ら
な
る
も
の
を
い
う
。

一
　
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
を
デ
ジ
タ
ル
信
号

に
よ
り
伝
送
す
る
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
電
気
通
信
設
備

二
　
交
換
設
備
の
制
御
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
電
気

通
信
設
備
で
あ
っ
て
、
制
御
の
た
め
の
新
た
な
機
能

の
追
加
が
容
易
に
行
え
る
も
の

三
　
異
な
る
形
式
又
は
伝
送
速
度
を
有
す
る
電
気
通
信

信
号
を
統
合
し
て
伝
送
交
換
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
電
気
通
信
設
備

四
　
移
動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
を
デ
ジ
タ
ル
信
号

に
よ
り
送
信
す
る
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、
学
校
、
病
院
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
又
は
医
療
に
関
す

る
業
務
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
一
の
構
内
（
こ
れ
に

準
ず
る
区
域
内
を
含
む
。
）
又
は
建
物
内
に
い
る
者

の
通
信
の
用
に
供
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
を
除

く
。
）

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
度
通
信
施
設
整
備
事
業
」

と
は
、
高
度
通
信
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
信
頼
性
向
上
施
設
」
と
は
、

電
気
通
信
業
又
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
業
の
用
に

供
す
る
次
に
掲
げ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
電
気
通
信
シ
ス

テ
ム
（
電
気
通
信
設
備
の
集
合
体
で
あ
っ
て
電
気
通
信

の
業
務
を
一
体
的
に
行
う
よ
う
構
成
さ
れ
た
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
信
頼
性
を
著
し
く
高
め
る
た
め

の
も
の
を
い
う
。

一
　
電
気
通
信
役
務
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十

九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す

る
電
気
通
信
役
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
（
有
線
電

気
通
信
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
放
送
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第
十
八
号
に

規
定
す
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
い
い
、
電
気
通
信

事
業
（
電
気
通
信
事
業
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す

る
電
気
通
信
事
業
を
い
う
。
）
を
営
む
者
が
提
供
す

る
電
気
通
信
役
務
を
利
用
し
て
行
う
も
の
を
除
く
。

以
下
同
じ
。
）
の
役
務
の
提
供
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
場
合
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る

当
該
支
障
の
速
や
か
な
除
去
又
は
発
生
の
防
止
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備

及
び
こ
れ
を
設
置
す
る
た
め
の
建
物
そ
の
他
の
工
作

物
か
ら
な
る
施
設

二
　
専
ら
電
気
通
信
設
備
で
あ
る
線
路
（
そ
の
附
属
設

備
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
収

容
し
て
当
該
線
路
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設

で
あ
っ
て
、
当
該
線
路
の
保
守
の
作
業
が
容
易
で
あ

る
も
の

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
信
頼
性
向
上
施
設
整
備
事

業
」
と
は
、
信
頼
性
向
上
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業
を

い
う
。

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
度
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
施
設
」
と
は
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
光
伝
送

の
方
式
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
よ
り
送
信
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
有
線
電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、
有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
利
便
性
を
著
し
く
高
め
る
た

め
の
も
の
（
こ
れ
を
設
置
す
る
た
め
の
建
物
そ
の
他
の

工
作
物
を
含
む
。
）
を
い
う
。

６
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
高
度
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
施
設
整
備
事
業
」
と
は
、
高
度
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業
を
い
う
。

７
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
施
設
整
備
事
業
」
と
は
、
高

度
通
信
施
設
整
備
事
業
、
信
頼
性
向
上
施
設
整
備
事
業

及
び
高
度
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
整
備
事
業
を

い
う
。

（
基
本
指
針
）

第
三
条
　
総
務
大
臣
は
、
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通

の
円
滑
化
の
た
め
の
基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
施
設

整
備
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
以
下

「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
高
度
通
信
施
設
整

備
事
業
、
信
頼
性
向
上
施
設
整
備
事
業
及
び
高
度
有
線

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
整
備
事
業
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
基
本
指
針
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

一
　
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
の
円
滑
化
の
た
め

の
基
盤
の
充
実
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

二
　
施
設
整
備
事
業
の
内
容
（
高
度
通
信
施
設
整
備
事

業
に
あ
っ
て
は
高
度
通
信
施
設
に
よ
り
提
供
が
可
能

と
な
る
役
務
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
項

三
　
施
設
整
備
事
業
が
行
わ
れ
る
地
域
に
関
す
る
事
項

四
　
そ
の
他
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
際
し
配
慮
す
べ

き
重
要
事
項

３
　
基
本
指
針
は
、
施
設
整
備
事
業
に
係
る
国
際
環
境
と

の
調
和
を
確
保
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
総
務
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
そ
の
他
の

関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
総
務
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
計
画
の
認
定
）

第
四
条
　
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
（
当

該
事
業
を
実
施
す
る
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
を

含
む
。
）
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以

下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
総

務
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の
実
施
計
画
が
適
当
で
あ
る

旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
実
施
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
設
整
備
事
業
の
内
容
（
高
度
通
信
施
設
整
備
事

業
に
あ
っ
て
は
高
度
通
信
施
設
に
よ
り
提
供
し
よ
う

と
す
る
役
務
を
含
む
。
）

二
　
施
設
整
備
事
業
を
実
施
す
る
場
所

三
　
施
設
整
備
事
業
の
実
施
時
期

四
　
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
額
及
び

そ
の
調
達
方
法

３
　
総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
計
画
が
基
本
指
針
に
照
ら
し

適
切
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
実
施
計
画
が
確
実

に
実
施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同

項
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
計
画
の
変
更
等
）

第
五
条
　
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
の

設
立
に
係
る
同
項
の
法
人
を
含
む
。
）
は
、
当
該
認
定

に
係
る
実
施
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総

務
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
定
に
準
用
す

る
。

３
　
総
務
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
実
施

計
画
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た

と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
認
定
計
画
」

と
い
う
。
）
に
係
る
施
設
整
備
事
業
を
実
施
す
る
者

（
以
下
「
認
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
認
定
計
画

に
従
っ
て
施
設
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
機
構
に
よ
る
施
設
整
備
事
業
の
推
進
）

第
六
条
　
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
以

下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一
　
認
定
計
画
に
係
る
施
設
整
備
事
業
の
実
施
に
必
要

な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る
社
債
（
社

債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年

法
律
第
七
十
五
号
）
第
六
十
六
条
第
一
号
に
規
定
す

る
短
期
社
債
を
除
く
。
）
及
び
当
該
資
金
の
借
入
れ

に
係
る
債
務
の
保
証
を
行
う
こ
と
。

二
　
前
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
資
金
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
等
）

第
七
条
　
政
府
は
、
認
定
計
画
に
係
る
施
設
整
備
事
業
の

実
施
に
必
要
な
資
金
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

２
　
総
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
は
、
前
条
に
規
定
す
る
機

構
の
業
務
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
情
報

の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
八
条
　
総
務
大
臣
は
、
認
定
事
業
者
に
対
し
、
認
定
計

画
に
係
る
施
設
整
備
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
）

第
九
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
報
告
を
し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

２
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、

使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業

務
に
関
し
、
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為

者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
同
項

の
刑
を
科
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
廃
止
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
三
条
　
日
本
開
発
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
機
構
に
対

し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経

過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
信
・
放
送
開
発
法
第

1



九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持
分

の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
機
構
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
持
分
に
係
る
出
資
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払

戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
機
構
は
、
そ
の
払
戻
し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本

金
を
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
四
月
二
四
日
法
律
第
三
四

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
六
月
一
四
日
法
律
第
六
五

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
二
条
　
日
本
開
発
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
通
信
・
放

送
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
対

し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経

過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
特
定
通
信
・
放
送
開
発

事
業
実
施
円
滑
化
法
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持

分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
通
信
・
放
送
機
構
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四

十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
持
分
に
係
る
出
資
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払
戻

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

機
構
は
、
そ
の
払
戻
し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本
金
を

減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
四
月
二
一
日
法
律
第
七
二

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
二
条
　
日
本
開
発
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
通
信
・
放

送
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
対

し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経

過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
特
定
通
信
・
放
送
開
発

事
業
実
施
円
滑
化
法
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持

分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
通
信
・
放
送
機
構
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
持
分
に
係
る
出
資
額
に
該
当
す
る
金

額
に
よ
り
払
戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
そ
の
払
戻
し
を
し
た
金
額
に

よ
り
資
本
金
を
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
七
日
法
律
第
六
二

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
二
条
　
日
本
開
発
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
通
信
・
放

送
機
構
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。
）

に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月

を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
機
構
に
設
け
ら
れ

た
信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持
分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
通
信
・
放
送
機
構
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四

十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
持
分
に
係
る
出
資
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払
戻

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

機
構
は
、
そ
の
払
戻
し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本
金
を

減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
六
月
七
日
法
律
第
六
三

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
六
月
二
〇
日
法
律
第
九
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
一
日
法
律
第
九

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第

一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）

は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二

十
四
条
第
二
項
、
第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び

第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
八
日
法
律
第
四
三

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
二
条
　
日
本
政
策
投
資
銀
行
以
外
の
出
資
者
は
、
通

信
・
放
送
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し

た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
通
信
・
放
送
機
構
法
（
昭
和

五
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
以
下
「
機
構
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
信
用
基

金
に
係
る
そ
の
持
分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
機
構
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
持
分
に
係
る
出
資
額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払

戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
機
構
は
、
そ
の
払
戻
し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本

金
を
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
電
気
通

信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

第
四
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
実
施
計
画
に
係
る
人

材
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
る
者
に
関
す
る
計
画
の
変

更
の
認
定
及
び
取
消
し
並
び
に
報
告
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ

る
出
資
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
情

報
通
信
研
究
機
構
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定

す
る
出
資
勘
定
に
お
い
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
六
条
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
そ
の
整
備
に
関
し
て
機
構
か
ら
助
成
金
の

交
付
を
受
け
て
い
る
同
号
ロ
に
規
定
す
る
送
信
用
光
伝

送
装
置
は
、
独
立
行
政
法
人
通
信
総
合
研
究
所
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
四

号
）
附
則
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
通

信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
第
六
条
第
二
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
施
設
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
六
月
二
七
日
法
律
第
七

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
し
、
施
行
日
以
後
に

発
行
さ
れ
る
短
期
社
債
等
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合

に
お
け
る
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

（
検
討
）

第
九
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
振
替
機
関
に
係
る
制
度

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
一
二
日
法
律
第
六

五
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
一
月
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
一
二
月
六
日
法
律
第
一

三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
六
月
九
日
法
律
第
八
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
二
四
日
法
律
第
四

二
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
二
月
三
日
法
律
第
六

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
六
月
一
日
法
律
第
五
九

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
条
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
信
用
基
金
の
持
分
の
払
戻
し
の
禁
止
の
特
例
）

第
二
条
　
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
以
外
の
出
資
者

は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
（
以
下
「
機

構
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
間
に
限
り
、

独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

信
用
基
金
に
係
る
そ
の
持
分
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
持
分
に
係
る
出
資

額
に
相
当
す
る
金
額
に
よ
り
払
戻
し
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
機
構
は
、
そ
の
払
戻

し
を
し
た
金
額
に
よ
り
資
本
金
を
減
少
す
る
も
の
と
す

る
。

（
助
成
金
の
交
付
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
電
気
通

信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
（
附
則
第
七
条
第
一
項
に
お

い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
同
号
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
同
号
の
助
成
金
の
交

付
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
施
設
整
備
事
業
に
係

る
電
気
通
信
基
盤
充
実
臨
時
措
置
法
第
五
条
第
三
項
に

規
定
す
る
認
定
計
画
の
変
更
の
認
定
及
び
取
消
し
並
び

に
報
告
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附

則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に

対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条
　
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
六

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六

号
。
以
下
「
通
則
法
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の

日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規

定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
附
則
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
三
十

条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
処
分
等
の
効
力
）

第
二
十
八
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ
き
処
分
、

手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正

後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
令
」
と
い
う
。
）

に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、
法
律
（
こ
れ
に
基
づ

く
政
令
を
含
む
。
）
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
除

き
、
新
法
令
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ

き
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
九
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ

の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と

と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た

行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
等
へ
の
委
任
）

第
三
十
条
　
附
則
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。
）
は
、
政
令
（
人

事
院
の
所
掌
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
規
則
）

で
定
め
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
四
月
二
七
日
法
律
第
三

二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。
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